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ピエゾドライバの入力と出力について 
 

（株）メステック 

営業部     

 

ピエゾドライバの入力と出力の関係は「入力電圧、オ

フセット電圧、ゲイン」により決まります。 

 

 

 

 

 

 

 

入力電圧の入力は、弊社製ピエゾドライバでは以下の

２種が存在します。 

１．１ch あたりの入力が１つ（Ａ入力のみ） 

２．１ch あたりの入力が２つ（Ａ入力／Ｂ入力） 

 

※機種により１．または２．が決まっています。機種

例を以下に示します。  

 

１．入力が１つの機種 ２．入力が２つの機種

M-2643 ／ M-2695 ／

M-2663 ／ M-2664 ／

M-2620A ／ M-2601 ／

M-2648 ／ M-2679 ／

M-2680 etc 

M-2629 ｼﾘｰｽﾞ／ 

M-2647 ｼﾘｰｽﾞ／ 

M-2655 ／ M-2654 ／

M-2131 ／ M-2331 ／

M-2682 ／ M-2696 ／

M-2687 ／ M-2634(37 ･

38･39) etc 

 

Ａ入力：「非反転入力」（出力は入力と同位相） 

Ｂ入力：「反転入力」  (出力は入力と逆位相) 

となっております。入力が２つ(Ａ入力／Ｂ入力)存在

する場合、入力値は内部で加算されますので、入力電

圧 Vin は以下の通りとなります。 

 

 

 

 

 

従って、出力電圧 Vout は以下の通り決定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な入力値での出力例を以降に挙げます。 

 

【①Ａ入力のみの出力例】                  
Ａ入力        ：0V⇒1V⇒0V の矩形波 
オフセット電圧：0 
ゲイン        ：30 倍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力電圧：0V⇒30V※1⇒0V の矩形波 

 

 

 

 

 

 

 

                                                              

※位相は変わらない 

 

【②Ｂ入力のみの出力例】                     
Ｂ入力        ：0V-1V-0V の矩形波 
オフセット電圧：0 
ゲイン        ：30 倍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力信号：0V⇒マイナス 30V※1⇒0V の矩形波 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※位相が反転する 

 
※1 出力はピエゾドライバの持つ出力電圧性能までしか出力されません。(②の B入力の

例の場合「入力 1V/ゲイン 30 倍」ですので、計算上－30V 出力となりますが、実際に-30V

出力できるのは、出力電圧が-30V 以上の性能を持っているピエゾドライバです。出力電

圧性能が-10V～150V のピエゾドライバの場合、マイナス側は-10V 程度までの出力となり

ます。) 

ゲイン 
30倍 

ゲイン 
30倍 

A入力 

出力 

B入力 

出力 

Vout ＝ Vin × G ＋ Off 
Vout：出力電圧 

Vin：入力電圧 

Off ：オフセット電圧 

G   ：ゲイン 

Vin ＝ VinA ‒ VinB 
VinA：Ａ入力からの入力電圧 

VinB：Ｂ入力からの入力電圧 

Vout ＝ (VinA ‒ VinB) × G ＋ Off
Vout：出力電圧 

VinA：Ａ入力からの入力電圧 

VinB：Ｂ入力からの入力電圧 

Off ：オフセット電圧 

G   ：ゲイン 
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【③Ａ、Ｂ入力 両方ありの出力例】         
Ａ入力：0V⇒1V⇒0V の矩形波 

Ｂ入力：0V⇒0.5V⇒1V⇒0V の波形 

オフセット電圧：0 

ゲイン        ：30 倍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力：0V⇒15V⇒0V の波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ａ－Ｂの波形が出力される 

 

【④ ③と同じでオフセットありの出力例】         
 

オフセット電圧：15V     

出力：15V⇒30V⇒15V の波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【⑤オフセットの有効な利用例】         
入力電圧(A)       ：-2.5 ～  2.5V のサイン波 

使用ピエゾドライバ：M-2647(-10～150V 出力) 

オフセット電圧    ：0 

ゲイン            ：30 倍 

の条件の出力は以下の通りになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力：-10～75V のサイン波形 

 

 

 

 

 

 

 

※ 本来、-2.5～2.5V 入力でゲイン 30 倍の場合は、    
±75V 出力となるはずです。しかし使用しているピ
エゾドライバの出力電圧範囲までしか出力できま
せんので、M-2647 の場合は-10V～75V が出力されま
す。従って、入力波形とは異なる波形となってしま
います。 

 

 ここで、オフセット電圧を利用してみます。 

 オフセット電圧：75V 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※0～150V のきれいなサイン波形が出力されます。 

 

【例】M-2647 で出力を０～１５０Ｖに設定する場合 

 

信号発生器の出力 入力 ｹﾞｲﾝ ｵﾌｾｯﾄ

０～５Ｖ出力 Ａ入力 30 倍 ０Ｖ 

０～－５Ｖ出力 Ｂ入力 30 倍 ０Ｖ 

±２．５Ｖ出力 Ａ入力 30 倍 75Ｖ 

０～１０Ｖ出力 Ａ入力 15 倍 ０Ｖ 

０～―１０Ｖ出力 Ｂ入力 15 倍 ０Ｖ 
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